
【はじめに】

　免疫組織化学染色（以下、免疫染色）は病理診断におい

て組織型の確定や患者予後の予測、コンパニオン診断など

昨今の病理診断において欠かせない。

　日本臨床衛生検査技師会　中部圏支部は 6県で構成され、
毎年免疫染色サーベイを実施し、免疫染色における施設間

差の減少に取り組んでいる。今回、2022年度に実施した
CD3抗体免疫染色サーベイで得られた結果に基づき 2次サ
ーベイについて報告する。

【実施要領】

　適切に処理された 3種類の組織（試料 1：血管免疫芽球
性Ｔ細胞性リンパ腫、試料 2：びまん性大細胞型Ｂ細胞性
リンパ腫、試料 3：正常リンパ節）が入った FFPEブロック
をスマートセクション（サクラファインテックジャパン株

式会社）を使用して厚さ 2μmで薄切し未染色標本を作製
した。1次サーベイについては未染色標本 1枚を各参加施
設に配布したのち、免疫染色を実施、染色された標本と染

色工程アンケートを回収後、評価・集計を行った。2次サ

ーベイについては 1次サーベイ結果に基づき、対象施設に
評価表とともに再度未染色標本を送付し、染色標本と染色

工程アンケートを回収した。

【染色評価方法】

　1次サーベイについては愛知県免疫染色サーベイワーキ
ンググループの臨床検査技師 8名と病理医 3名の 11名によ
り各施設の染色標本を評価した。評価基準に基づき 4段階
とし、要努力や診断不適正と評価された施設については

2次サーベイを実施した。得られた結果は 2022年 2月にサ
ーベイ結果として報告した。

【結果・考察】

　2次サーベイ対象施設は参加 66施設中 2施設であった。
当サーベイは 2015年度にも同様の課題で実施され、
2015年度 2次サーベイ実施施設は 14施設であり、このう
ちの 9施設が 2022年度のサーベイにも参加し、いずれも良
好以上の評価であった。免疫染色サーベイを実施すること

で自施設標本の染色態度が適しているかの指標になるため、

サーベイは大変有用である。　（連絡先 0562-33-5500）
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